
第 25号（平成 28年 12月配信） 

◎サポーターほっとニュース 

 「サポーターほっとニュース」では、障がいに関する制度や研修会開催、ボランティ

ア募集など、日ごろの活動に役立てていただくための様々な情報をご紹介します。 

 第２５回目は、熊本市障がい者サポーターワークショップのご案内です。 

 

【第２５回】 障がい者サポーターワークショップ開催のお知らせ 

 

 障がい者サポーターの皆さんには、障がい者サポーター研修会への参加やサポーター

通信の購読を通して、障がいについて理解を深めていただいていますが、実際に障がい

のある方がどんな生活をしているか、どんな手助けを必要としているかなど、なかなか

想像したり、話し合ったりする機会が少ないのではないかと思います。 

そこで今回は、知的障がいや発達障がいを疑似体験することで、これらの障がいにつ

いて理解を深めるためのワークショップを開催します。 

 

■日時：平成２９年１月２９日（日）開場１３時３０分 開会１４時００分（２時間程度） 

■場所：市役所別館自転車駐車場８階会議室 

■対象：どなたでも 

■定員：８０名 ※先着順 

■講師：矢野一隆さん（兵庫県たつの市 手をつなぐ育成会） 

■申込み方法：１月５日（木）以降に、以下の①～③の内容を 

電話またはファクスにて障がい保健福祉課までご連絡くださ 

い。 

①氏名、②電話番号（ファクスの方はファクス番号も）、 

③必要な配慮（車椅子利用、聴覚障がいなど） 

電話：096-328-2519 ファクス：096-325-2358 

 

 

 

  

３ヶ月連続企画！障がいのある方が作った物品の販売会を行います。野菜やお菓子、

雑貨など、素敵な商品をご用意していますので、ぜひお立寄りください♪ 

 

     

 

 

第 ２ 回 お と な り マ ル シ ェ を 開 催 し ま す ！ 

日時：１月１９日（木） 

１０時～１７時 

場所：びぷれす広場 

 



 

 

鈴木ひとみさん講演 「人に優しい地域づくり、街づくり」 

～すべての人に優しい街づくり、住み良い地域とは何か～ 

 

熊本市では１２月１０日（土）に平成２８年度第１回

熊本市障がい者サポーター研修会を開催しました。 

 第１部では、人権啓発講師でエッセイストの鈴木ひと

みさんにご講演いただきました。鈴木さんはモデルとし

て活躍していた２２歳の時に交通事故に遭い、車椅子生

活を送ることになりました。事故直後、足が動かせない

と分かったときは大変なショックを受けられ、今でも、

本当の意味では障がいを受け入れることが出来ていない

とおっしゃっていました。社会にとって必要とされない

人間になってしまったのではないかと悩まれた時期もあ

りましたが、周囲の方の支えもあり、また、車椅子に乗

っていることに関係なく、成長していきたいという強い思いを持って努力され、リハビ

リや日常的な家事だけでなく、執筆や講演活動、射撃やカーリングなどのスポーツにと

活躍の場を広げてこられました。 

 

 また、障がいのある方にとって、普段生活

する地域の中で、どんなことがバリアになっ

ていて、どんなことに配慮して欲しいのか、

実際の困りごとや配慮の例を挙げながら説明

していただきました。住民票の発券機のディ

スプレイの位置が車椅子利用者にとっては高

すぎると感じたこと、エレベーターの正面に

鏡が付いていると車椅子で出入りする際に役

立つ等、普段私たちが特に気を止めていない

ことでも、困ったり、助かったりする方がいらっしゃるのだと改めて気付かされました。

鈴木さんは、より多くの人が暮らしやすい街づくりのために、「想像力」をしっかり鍛え

て欲しいとおっしゃっていました。自分達が普段暮らしている地域の中で、視覚障がい

の方はどんなことに困るのかな、難病で疲れやすい人はどんなことに困るのかな、と考

えてみることが、暮らしやすい街づくりの第一歩になるのではないでしょうか。 

熊本市障がい者サポーター研修会を行いました！ 

今年も熊本市障がい者サポーター通信をご愛読いただきまして、ありがとう

ございました。来年もどうぞ、熊本市障がい者サポーター制度へのご理解とご

協力をよろしくお願いいたします。 


